
1は190、2は195、3は199、4は207、5は206

6は248、7は240、8は254、9は289、10は268

日は276、12は285、13は278、14は298、15は288
16は292



1は307、

5は321、

9は332、

13は356、

17は428、

21は419、

25は467、
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2は312、

6は320、

10は337、

14は437、

18は377、

22は466、

26は470、

3は318、

7は324、

11は351、

15は361、

19は378、

23は468、

27は480

4は322

8は323

12は342

16は432

20は423

24は557
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八児遺跡I区

上　調査区全景（北から）　下　調査区全景（東から）



八児遺跡I区

上　竪穴住居址　　下　士墳墓
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八児遺跡工区

土師皿、鎌出土状況

小型石鍋、鉄鈴出土状況

湖州鏡、刀子、鉄鈴出土状況
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八児遺跡I区



八児遺跡I区

（D　大型石鍋内部

（か　大型石鍋正面
③　大型石鍋底部

④　内面補修部
⑤　底部補修部
⑥　底部補修部ピン差込状態
（∋　小型石鍋
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八児遺跡2区

調査風景

八児遺跡2区
遺構状態（南から）

同上（北から）



土師質土器出土土壌

土師質土器出土状態

土塘検出状況
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ふ　 り　 が　 な ガクトウ　ヤチゴ　イセキ

書　　　　 ．名 学頭・八児遺跡
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発　行　年　月　日 西暦1995年3月31月

フ リ　ガ　ナ

所収遺跡名

フ　 リ　 ガ　 ナ

所　　 在　　 地

コ　 ー　 ド 北　 緯

○　　′　　　〝

東　 経

○　　′　　　〝
調査期間

調査面積

2m

調査原因
市町村 遺跡番号

だク　　　　　 上ウ
ミヤザキケンヒがシモロカタグン
宮崎県東諸県郡

45381 なし
31056′

131020′24〝
付近 19900219

総計

道路 （県道
高岡・郡司

学　　　　 頭 タカオカチョウオオアザシモクラナガ
高岡町大字下倉永 付近

i
131020′38〝
付近

i

19940119
約350

分線）改良
事業に伴う
事前調査

ヤ　　　　　　　　チゴ
ミヤザキケンげシモロカタブン
宮崎県東諸県郡

45381 なし
31056′

131020′41〝
付近 19900920

総計
同上八　　　　 児 タカオカチョウオオアザシモクラナガ

高岡町大字下倉永 付近
！

131020′45〝
付近

i

19910303
約230

所収遺跡名 種　 別 主な時代 主　　 な　　 遺　　 構 主　　 な　　 遺　　 物 特　　 記　 事　　 項

学　　　 頭 集　 落

縄文後晩期
弥生後期

i
古墳初頭
中世後期

竪穴住居跡4軒
土壌
溝

周溝状遺構1

縄文土器
玉類
弥生土器

土師器
青磁

石器など

おそらく縄文時代のも

のと考えられる大型の
勾玉（ビスイ製）が出土。
周溝状遺構は周溝墓に

なる可能性あり。

八　　　 児
集　 落
墓

古　 代 竪穴住居跡

土師器
青磁

白磁
須恵器

湖州鏡
銅、鉄鈴など

土墳墓より出土した湖

州鏡は角入方形のもの
i 土墳墓 で、全国でも稀である。

中　世 掘立柱建物跡 また銅、鉄鈴の出土も
珍しいといえる。
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学頭遺跡・八児遺跡

発掘調査報告書

県道野首・麓線改良工事に伴う

埋蔵　文　化財発掘　調　査報告　書

発行年月日　平成7年3月31日

編集発行　宮崎県教育委員会
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